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ふくおかエコファミリー応援アプリ「エコふぁみ」が拡大中

エコふぁみの特徴 エコふぁみの普及啓発活動
❶簡単な登録方法！
　ＱＲコードからアプリをダウンロードし、ニックネ
ーム、居住地域（市町村）、世帯人数、住居の形式を
入力して、利用規約に同意するだけ。

❷お得な機能がたくさん！
　エコふぁみには毎日エコチェック、
エコ記録と見える化グラフ、環境イ
ベントやエコふぁみ協賛店等のマッ
プ情報、協賛店割引が受けられる応
援パスポート等、様々な機能が付い
ています。

❸貯めたポイントでプレゼントがあたる！
　電気使用量等の記録、環境イベ
ントへの参加、毎日のエコチェッ
クでポイントが貯まります。
　200Ｐで素敵なプレゼントが抽
選で当たります。

期間限定の省エネ家電買替のポイント付与
　センターでは、エコファミリー応援事業の協賛店に登録していただいた県内の家電小売店で省エ
ネ型の冷蔵庫、エアコン、テレビを購入すると、エコふぁみのポイント（500P）を付与するサービ
スを環境省補助事業で実施しています。
　この事業は令和2年10月1日～3年3月28日までの期間限定となります。多くの県民の方にご利用
いただけることを期待しています。

　センターでは、ふくおかエコファミリー応援事業に
おいてエコふぁみ利用者を獲得するため、講習会参加
者や道の駅の来訪者にアプリの機能や利用方法をパネ
ル等で説明し、アプリ登録者の募集を行っています。

食中毒予防講習会 道の駅むなかた

食中毒予防講習会

※今年度は新型コロナウイルス感染防止策を実施しながらの
   普及啓発活動となりました。

ふくおかエコライフ応援bookによるエコファミリー参加報告も継続中
 「エコふぁみ」の登録ができない皆さんには、ふくおかエコライフ応援ブック（福岡県環境
家計簿）を使った従来までの取組、報告を推奨します。毎月の電気、ガス、水道使用量を上
半期（4月～9月）、下半期（10月～3月）にまとめて報告すると、商品券（3,000円分）や
特産品詰め合わせ（2,000円相当）等の協賛企業賞が抽選で当たります。こちらのエコファ
ミリー事業もよろしくお願いします。

令和２年 12月

コロナ禍での環境啓発を探る

　中国武漢から始まったとされる新型コロナウイルスは、全世界に
広がり、未だ欧米を中心に猛威を振るっています。我が国日本でも
感染者数が10万人を超え、これから気温が下がる冬場を迎え、第三
波の様相を呈しています（2020年11月現在）。
　このコロナ禍で推進員が活動する会議や環境イベントが昨年と比
べ激減しています。具体的には、推進員地域連絡会がほとんど開催
できず、エコアドバイザー等講師派遣の出前講座、うちエコ診断が
減り、地域イベントがほとんど中止となりました。

主なイベント 2019年度
実績

2020年度
見込み

地域推進員連絡会 14回 2回
地域環境イベント 53件 5件
講師派遣出前講座 106件 12件
うちエコ診断 107件 11件

環境啓発活動の比較（2020年11月末現在）●コロナの影響で環境イベント等が激減

　福岡県では催物（イベント等）を開催する際の感染防止対策を作成して、コロナ感染防止対策の徹底を呼びかけてい
ます。基本的には「入場時の検温の実施」「マスクの着用、手洗い・消毒の徹底」「三密環境の回避」「パーテーショ
ンの設置、手指消毒設備の配置、共有部分の定期消毒」等が挙げられます。
　こうしたコロナ感染防止対策を講じながら、従来の環境啓発活動を実施されたケースもありますのでご紹介します。
①ZOOMやパーテーションを用いたうちエコ診断、②クラス毎に分散して行われた小学校出前講座、③会場とオンライ
ン会議でのエコアドバイザー研修会があり、この他にも多くの事例がありました。

●コロナ対策下の環境啓発活動

　新型コロナウイルスの感染拡大が長期化し、今後も繰り返し流行する可能性が考えられることから、私たちの暮らし
方や価値観に変化が現れてきています。一方、啓発活動には啓発対象者とのコミュニケーションが必須ですが、対面式
のコミュニケーションが問題視される今、ネットを駆使した取組が盛んに行われるようになりました。これからの啓発
活動には必須アイテムとしてＰＣでいつでもオンライン会話ができる環境整備が求められます。センターでは推進員の
こうした環境づくりを支援していきます。

●ウィズコロナの環境啓発活動を考える

❶ZOOMによるうちエコ診断 ❷クラス分散小学校出前講座 ❸オンライン会議研修会

「ソーシャル･ディスタンス」と「フィジカル･ディスタンス」
　新型コロナウイルス感染防止対策として、2メートル以上の対人距離を呼びかける
「ソーシャル・ディスタンス（social distance 社会的距離）」という言葉が定着しつ
つあります。この言葉は「人と人との社会的なつながりを断たなければならないとの
誤解を招きかねず、社会的孤立を生じさせる」恐れがあることから、世界保健機関
（ＷＨＯ）では「身体的、物理的距離の確保」を意味する「フィジカル・ディスタン
ス（physical distance 物理的距離）」に言い換えるよう推奨しており、福岡県も「フ
ィジカル・ディスタンス」を薦めています。
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